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赤字が改定点 

プロトコル 1（感染予防と、感染への対処） 

定期検査の対象から外してよい場合を明記 

 

 

  

No 現行版 2/8改定 改定ポイント 

1.  XI.J リーグ定期検査 

I.定期検査の実施 

30.検査の対象者 

(1) クラブは J リーグ公式試合で競技する者を中心に検査を行う 

 選手 

 チームスタッフ 

 審判員 

 その他 

(2) 公式試合を含むチーム活動へ参加する者はＪリーグ定期検査を受け陰

性判定を受けた者とする。ただしチームドクターは任意とする 

(3) ＪリーグはＪクラブに対し 1 回の検査毎に 60 人分の抗原定性検査キッ

トを提供する 

 検査対象者はクラブが決定する 

 提供数以上の検査を実施する場合はクラブ負担で追加購入するこ

とができる 

 

XI.J リーグ定期検査 

I.定期検査の実施 

30.検査の対象者 

(1) クラブは J リーグ公式試合で競技する者を中心に検査を行う 

 選手 

 チームスタッフ 

 審判員 

 その他 

(2) 公式試合を含むチーム活動へ参加する者はＪリーグ定期検査を受け陰性判

定を受けた者とする。ただしチームドクターは任意とする 

(3) ＪリーグはＪクラブに対し 1 回の検査毎に 60 人分の抗原定性検査キットを

提供する 

 検査対象者はクラブが決定する 

 提供数以上の検査を実施する場合はクラブ負担で追加購入することが

できる 

(4) 下記の場合は定期検査の対象から外してよい 

 シーズンオフ期間中 

 陽性者、濃厚接触者、濃厚接触疑い者として隔離期間にある者 

 チーム全体で活動停止期間中 

 その他事由でチーム活動を離脱し、チームと一切接触のない者（入

院中、帰国中など） 

 その他、活動中にないと客観的に認められる場合 

⚫ 受検対象者の選定の

指針として、定期検査

の対象から外してよい

場合を明記 
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プロトコル 3（Ｊクラブの活動段階と、定期検査） 

試合当日スクリーニング検査の時限的導入 

No 現行版 2/8改定 改定ポイント 

2.  XI. J リーグ定期検査 

I. 定期検査の実施 

31.検査日 

(1) チーム始動時からシーズン終了まで 

(2) 毎週月~水曜日に 1 回、木~日曜日に 1 回の計 2 回の検査を

実施する 

 各人は月~水曜日、木~日曜日に検査をすれば、全員が

同じ日に実施する必要はない 

 水曜日と木曜日、日曜日と月曜日など連続した曜日での

検査は不可とする 

 検査頻度は中 2 日の間隔をあけることを推奨する 

 ビジタークラブは遠征出発前に実施することを推奨する 

(3) 審判員は、シーズン開幕前よりシーズン終了までの間、原則として

毎週水～金曜日に 1 回検査を実施する 

 

XI. J リーグ定期検査 

I. 定期検査の実施 

31.検査日 

(1) チーム始動時からシーズン終了まで 

(2) 毎週月~水曜日に 1 回、木~日曜日に 1 回の計 2 回の検査を実

施する 

 各人は月~水曜日、木~日曜日に検査をすれば、全員が同じ

日に実施する必要はない 

 水曜日と木曜日、日曜日と月曜日など連続した曜日での検査

は不可とする 

 検査頻度は中 2 日の間隔をあけることを推奨する 

 ビジタークラブは遠征出発前に実施することを推奨する 

(3) 試合当日スクリーニング検査の対象期間では「IV.試合当日のスクリ

ーニング検査」に基づき対象となる場合は検査を実施する 

(4) 審判員は、シーズン開幕前よりシーズン終了までの間、原則として毎

週水～金曜日に 1 回検査を実施する 

⚫ 試合当日のスクリー

ニング検査の時限的

導入 

⚫ 今回の導入は 2022

年 2 月 12 日～3 月

30 日の公式試合を

対象とする 

⚫ 検査キットの有限性

に配慮し、試合直前

に 1 名 以上 陽性

（疑い）が出た場

合に限定して追加検

査を実施する 

3.  新規 I. 試合当日スクリーニング検査 

(35) 導入の目的 

試合の直前に感染の可能性がある症状が出た場合を対象に、速やかにエ

ントリー予定者に対して公式試合の当日に検査を行い、判定結果を参考

に、感染の可能性がある者を特定し、試合開始前に適切な隔離措置を

行うことで、感染の拡大を抑えながら安定的に試合を開催することを目的

とする 

(36) 検査の位置づけ 
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No 現行版 2/8改定 改定ポイント 

 「Ⅰ.定期検査の実施 29.定期検査とは」に準じクラブ自ら実施する

検査の一環として実施 

(37) 導入の決定と通知 

 Ｊリーグは、全国的な感染拡大を伴うクラブ関係者の陽性事例の増

加等の公式試合の安定開催への影響を踏まえ、試合当日スクリーニ

ング検査の時限的導入が必要と判断した場合、専門家チームに導

入の妥当性を確認し、実行委員会にて実施期間を含む導入の決議

をもって決定する 

 Ｊリーグは、試合当日スクリーニング検査の導入が決議され次第、速

やかにコロナ担当へ実施期間とともに通知する 

 特段の定めのない限り、実施期間を終えた時点で終了する 

 定期検査が安定的に実施できることを導入の条件とする 

 実施期間の終了後、再び導入する場合は、上記の手続きを行う 

(38) 検査実施の基準 

試合前日からキックオフの 3.5 時間前までに、Ｊリーグ規約第 47 条①と

③に定める選手・スタッフ（ドクターを除く、ベンチ入りの可能性のあるスタッ

フ）に新たに陽性者、もしくは陽性が疑わしい者（※）が 1 名以上出た

場合  

※ 陽性が疑わしい者：かかりつけ医もしくはチームドクターの診断で決定 

(39) 受検の対象者 

Ｊリーグ規約第 47 条①と③に定める選手・スタッフのうち直近の試合でエ

ントリーの可能性のある者 

(40) 受検のタイミング 

 試合当日、チームが集合する前を原則とする 

 チームが集合したあとで陽性（疑い）が判明した場合は、実施可能

なタイミングで速やかに実施する 
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プロトコル 3（Ｊクラブの活動段階と、定期検査） 

プロトコル 7（制限付きでの試合開催） 

No 現行版 2/8改定 改定ポイント 

 チームが前日に移動する場合、移動前に陽性（疑い）が出た際

は、移動日の検査は自主検査、もしくは定期検査が未受検の場合

は週 2 回行う定期検査のいずれかをあて、試合日にさらに「試合当

日スクリーニング検査」を実施する 

(41) キットの手配 

 試合当日スクリーニング検査 1 回につき 25 キット分を定期検査 2 回

分とは別にＪリーグが負担する 

 定期検査で配布されたキットから使用し、Ｊリーグに所定の方法で申

告する 

(42) 実施報告 

 （受検決定時）試合当日のスクリーニング検査の実施が決定した

場合、速やかに所定の方法でＪリーグと対戦クラブへ連絡する 

 （受検後）速やかに所定の方法でＪリーグへ実施報告を行う 

(43) 上記の定めにない内容はＪリーグ定期検査Ⅰ~Ⅲに準ずる 

No 現行版 2/8改定 改定ポイント 

4.  X.イベント開催制限の段階的緩和の目安 

(2) 上限拡大の前提となる感染防止策 

制限緩和の前提として、サッカー興行の特性より、感染防止策の例を参考

に、下記①～⑧を確実に実行する 

 

X.イベント開催制限の段階的緩和の目安 

(2) 上限拡大の前提となる感染防止策 

制限緩和の前提として、サッカー興行の特性より、感染防止策の例を参考に、 

下記①～⑧を確実に実行する 

(3)待機場所に関する補足基準 

 待機場所は原則として人と人とが触れ合わない距離の確保が求めら

れる。 

 特に、収容率が 50％を超える場合、スタジアムの構造上ハーフタイム

⚫ 2/3 付政府通知「基

本的対処方針に基づ

く イ ベ ン ト の 開 催 制

限、施設の使用制限

等に係る留意事項等

について」に基づき、混

雑を想定した待機場

所に対する補足基準

https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220203.pdf
https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220203.pdf
https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220203.pdf
https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220203.pdf
https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220203.pdf
https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220203.pdf
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No 現行版 2/8改定 改定ポイント 

等の一部のトイレや売店等での混雑が想定される。その場合にも感染

リスクを抑えるための補足基準を設定する。 

補足基準 

① マスク着用を周知する 

② 会話を控えることを周知する 

③ 待機列と通行帯の間を 50 ㎝以上離す 

④ 同一方向を向くよう区画整理し、会話を誘発させない 

⑤ 明確な区画整理を実施する、もしくは整理員を配置する 

の設定 

5.  1.ファン・サポーターへの事前のご案内 

(5) スタジアムでは、社会的距離（できるだけ 2m、最低 1m）を確保する

ようにしてください（入退場時、トイレの列など。） 

1.ファン・サポーターへの事前のご案内 

(5) 入退場時やトイレ、売店等で待機列の整理の案内がある場合は、案内に従

ってください 

⚫ 混雑時間帯を想定し

た待機列に対する補

足基準の設定に基づ

き見直し 


